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Abstract
The field of computer programming education has attracted much attention in Japan. In many countries, 
computer programming education is now seen as an essential part of the school curriculum form elementary 
through high school. To meet the increasing demand, schools and companies are offering computer 
programming. Furthermore, elementary school programming education in Japan will be compulsory in 2020. 
To meet the growing demand, the author conducted a two-day programming workshop for junior high school 
students in July 2016 and August 2017. This paper describes the program composition of the workshops and 
the results. In the first-year workshop, the visual programming language “Scratch” was used and lectures on 
“computers” and “programmers” were given before and after the Scratch lesson. In the 2nd-year workshop, 
the lectures were given on three keywords, VR/AR , IoT, AI, which have become hot topics in recent years. 
After the VR/AR session and the AI session we discussed those topics among the students. For the IoT 
session, a programming course on the microcontroller board “micro:bit” was implemented. Furthermore, this 






る非営利団体 Code.org は 2020 年にはアメリカ国内の IT 人材が 100 万人不足すると予測（2014 年時点）
しており，日本国内でも 2015 年時点で 17 万人の IT 人材が不足しており，このままいけば 2030 年には











ログラミングに触れる時間は 3 年間で 10 時間未満という学校が多く，後期中等教育の科目「情報」でも
プログラミングを扱う「情報の科学」を選択する生徒は 2 割程度に留まる 3）．この状況を打破するため，
文部科学省が 2017 年 3 月に公示した新学習指導要領の中ではプログラミング教育が重視され，特に小
学校でのプログラミング教育の必修化が話題となった．総務省は若年層に対するプログラミング教育の















2017 年 3 月に公示された新学習指導要領からプログラミング教育に関する部分を抜粋してまとめて
おく．ただし，高等学校の新学習指導要領の公示は 2018 年であるため，中央教育審議会における答申
に基づいている 4）．新学習指導要領は，小学校では 3 年間の周知・移行期間を経て 2020 年より全面実施，
中学校では 2021 年より全面実施，高等学校では 2018 年に公示されて 2022 年より年次進行で順次実施
される予定である．
まず，小学校の学習指導要領にプログラミングが明記されたことが最大の変化である．小学校で育成
すべき資質・能力として，言語能力と問題発見・解決能力に並んで “ 情報活用能力 ” が掲げられ，「児
童がプログラミングを体験しながら，コンピュータに意図した処理を行わせるために必要な論理的思考
力を身に付けるための学習活動」を計画的に実施するよう指示されている．ただし，その目的はあくま































デザインされている．2017 年中には Flash Player が不要となる Scratch 3.0 が登場する予定である．








語は最近の主流であり，Scratch 3.0 も Blockly をベースとして開発が進められている．
プログラミング＝ソフトウェアというイメージを持つ人も多いが，IoT にみられるように，マイクロ
コンピュータ（マイコン）を介して物理的なモノをプログラミングで制御することも容易になってきた．





い）．また，2016 年にはイギリスの 7 年生（11・12 歳）のすべての子どもに「micro:bit」というマイコンが





































画を見せてそれを解説する形で座学を実施した．参加者数は 17 人（2 日目はクラブ活動で抜けて 14 人）．
Fig. 2 にワークショップの様子を示す．なお，プログラミング講習時のアシスタントとして筆者のゼミ
に所属する大学生に各日 3 人ずつ参加してもらった．
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中学生対象プログラミングワークショップの実践とその動向
－ 41 －

























よるゲーム作成演習」の 3 回分（4.5 時間）にあたり，およそ 2 倍の速度で進めたことになる．
3.3. 2017?????????
ひとまず単発の企画として実施された四條畷学園中学校プログラミングワークショップであったが，












した chibi:bit という互換ボードが先行発売されていた．我々も当初は chibi:bit を使ったワークショップ
を計画していたが，micro:bit が 2017 年の 8 月 5 日に国内販売を開始したため，正式版に切り替えた．
余談であるが，8 月 5 日の国内販売は Maker Faire 2017 というイベントの会場で行われ，会期の 2 日間
とも開始 1時間後には売り切れていた．Maker Faire 2017に参加していた筆者は，2日目の開始直後にブー
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－ 42 －
スに並び，ワークショップで使用する 6 個の micro:bit を入手した．国内で販売される micro:bit はその
後しばらく品切れであったため，我々が 8 月 28・29 日に実施したプログラミングワークショップは，
国内で初めて micro:bit を使って実施されたワークショップの一つであろう．
micro:bit を選択した理由は次のとおりである．まず価格が 2,160 円とマイコンとしても廉価である上，
ボード上に 5 × 5 の LED，2 個のボタン，加速度センサ，明るさセンサなどが最初から搭載されており，
micro:bit 単体でもフィジカルコンピューティングが体験できる．実際，2017 年度のワークショップは
micro:bit のみを用いて実施している．さらに，スピーカやモータなど他のデバイスを接続して使用する
ことができ，Bluetooth で複数の micro:bit を無線で連携させることも可能である．プログラミングには
ビジュアルプログラミング言語 JavaScript Block Editor が利用できる他，Python などの本格的な言語で




の Scratch から micro:bit への切り替えに加えて，座学の配分を 1/4 から 1/2 に増やした．座学では VR/
AR・IoT・AI の三つのトピックを取り上げ，それぞれ 1.5 時間・0.5 時間・2 時間を割り当てた．VR/
AR と AI のセッションの終わりにはグループディスカッションをしてもらい，その内容を発表しても
らった．IoT セッションは全 4 時間を確保し，座学を除く 3.5 時間のうち 1.5 時間は micro:bit のプログ
ラミング講習，残りの 2 時間を作品制作に充てた．前年度の Scratch と比較するとプログラミングに充
てる時間が短く，繰り返し制御については全体では説明せず個別対応とした．ワークショップの参加者















上げさせて速やかに次の説明や課題に移ることができた．micro:bit は 4 人グループに 1 個ずつ配布して
共用してもらったが，プログラミングに使用した JavaScript Block Editor には micro:bit のシミュレータ
がついており，micro:bit が無くてもシミュレータで動作確認しながら作業を進めることができる．最後




































































ツールには，2017 年度のワークショップで使用した micro:bit を想定している．micro:bit はイギリスの
BBC が開発したマイコンであるが，ハードウェア仕様とプログラミング環境がオープンソース化され
たため，どの企業でも生産することができるなど教材として安心感がある．Micro:bit 教育財団は 2020
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